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9　埼玉県における大気汚染状況の結果について（昭和48年度）

はじめに

県でほ、大気の汚染を防止」県民の健康の保護を或るために、大気汚染防止芭及び埼玉県公・

誓防止条例暦基づき、大気の汚染の状況の監視を常時行至ってぃるQこれ軋短期的には、大気

汚染による鮭康被害を未然に防ぐための緊急時対策托召すること、長期的に軋大気の汚染に係

る環境基準（以下、「環境碁盤」という。）の適合状況の判断等を行凌い、県全体の汚染傾向を

把握し、公害防止計画策走の基礎資料を碍声ことを目的とする。さらむて結、行政で実権している

ばい僅の排出規鮮L粉じんの規制及び緊急時の措置等が県民把とってどれだけ有効的把行なわれ

ているかを判断」今後の防止対策の指標とするうえで非常に重要であるっ

本県における昭和48年圧の大気汚染鋸定結果軋　別途、「大気汚染頭綻結果報告書」に報告

されること把なってぃるため、ここで軋昭和48年監把おける大気の汚染の状況を、環境基準

との適合状況を中心把して述べる。

1．那這機器の設置状況

本県把おける大気汚染常時監視掛綻機器は、本年定に殻父姶一及び第二，富士見，鴻巣，東

松山並びに幸手鄭定局の6局が整備され計26局と走る。うち、テレメーター化されてぃろの

は2U局（大気汚染演症貴1局を含む。）である。

算ユ表に、昭和48年庄末萌在（D測定局一変表を示す。

2．大気汚染常時監視軌走結果の概要

ここで広壮じめに述べたように、環境基準との適否を中心にして述べる○

現在、讃境基準軋第2表に示したとおり、一酸化炭素，浮遊粒子状物質，二酪化窒素，光

化学オキシダン1及び二致化いおうの5物質である0

夜患、讃境基準にほ、短期的評価と長期的評傭があるカミ短期的評億とは、連続して叉ほ随

時に行宏った結果から、1時間値又は1時闇値の1日平均値（但」．1日陀2U時間以上調蛭

したもの把限る。）について、測定な行なった日又は籍閻につぃて、評価を行夜うものであぉ、

長期的評価と軋年間（ここで私有効韻僅時間数6バ）UU時隙以上劇隠したものに限った。）

にわたる1日平均値である測定値舵つき、測定値の高い方から2感の範騎内にあるものを除外

して評価を行なうものである。（但し1日平均値昨つき、窮境基準をこえる日が2日以上連

続した場合には、この棟を取扱ぃは行夜わ夜レも）

（1）二故化いおう
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当該年鑑における二教化いおうに係る環境基準の適否は、第3衰のとおカである。

7　長期的評価

環境基準の長期的評価把よる日平均値0・U4ppmなこえた局（日数）は、戸田（98日），

草加（59日），三郷（24日），八潮（24日），熊谷（14日），郭うと（11日）及

び鳩ヶ谷（7日）の計7局である。

これは、熊谷と和光を除き、辱別排出基準（Eご2・34）適用地域である。

なお、車平均値の商ぃ（年平均値Ⅷ川2ppm以上とする。）測定局は、戸田（0・033

p pm），草加（0．026），三郷（0．U24），八潮（0．U2り及び和光（0・U21）

の慣である。

イ　短期的評価

項境基準の短捗的評価陀よる1′暗闇0．1ppm又は1E］平均値0・U－4p prnのし（ずれか

をこえたことがある局広　戸田，草加，三郷，秩父第1，鳩ヶ谷，和光，八潮，秩父算2，

川口，清和，大官及び越谷の計12局である。

これ技、県内18掛定局のうち2／3の唄随′弓と浸る。

f21浮遊粉じん

浮遊粒子釈物質に係る項墳基準軋爵2表のとおりであるが、本県では、当該年度におしへ

て、浮遊粒子状物質（1Uミクロン以下の浮遊粉じん）としての量を掛托するための農産か

ら重量激安への戟正を実施して豪hのて　ここでは、浮遊粉じんとして、窮4表にデジタル

粉じん計（光散乱荘）の結果を示す。

（3）．オキシダント

宗2実の備考に示したとむ牒、環境基獲でぃう「光化学オキシダント」とは、オゾン，パ

ーオキシアセテルナイトレートその他の光化学反応に£り生成される酸化性物質（中性ヨウ

化カリウム洛液赤ゝらヨウ素を遊離するものに隈わ、二酸化窒素を除く0）をいう。とされて

しへる。現包本県で軋．上述の二酸化窒素を除くための補正を行なって売h（以下、単に

「オキシダント」とぃう。）ため、ここでは、環境基準との適否は行たわ浸いq

オキシダントの喜平均塩軋窮5表のとぁりである。最高で越谷の0・U44ppm，最低

で川越のU，035pp。】と、殆んどその差異はをh。これは、県内の広域にわたカ、オキシ

ダント把よる汚染が進行してぃることを示しているものと云える0

ま私1時間億の最高藩札Jり口で0，31ppm，草加，越谷及び和光で0・3Uppmを

示L昨年同梼今年も、本県の南部転地の都道府県に故べて、高毅彦を呈してぃると云え

－こ95・－



さらZち1時間値Ⅷ・U6pp皿をこえた割合は、最高て越谷のⅠ7．4惑，最低で草加の

10・4窃と隣接の地点であることに庄呂する必要が盗る。

（4〉．窒素酸化物

一致化璧凛及び二毅化窒票の執綻遠果を第6表に示す。

了　一説化窒素

現在、二敢化窒素に係る環境基韓はあるが、一級化生薫は定められてしっない（つで、園庭

浩一宋のみを同乗左肩に示す。

イ　ニ敦化望真

二薮化窒素に係る環境基準を、講2衰に示す。

全清覧地点で、長英脂ら評価及び短期的詳細とも不適合である。しかも、寺平巧盾をみる

と、最低で入蘭の0・U28p．pIⅥと、議場基準の日平均値0，02ppmをこえてぃる。こ

れは、常把二鼓化窒素が全卿定地点で著しく高濃度を呈してレしることてある。

さらに、このことは、本県の大気汚染行政の進むべき道を示唆してぃるものと云える。

（5）炭化永素

現在、童墳墓聾が定められてぃなぃのて、第7票把は、全炭化水素の副を結果をプロパン

譲算で示す。

この年にけ、春日部，上宅。入蘭，川越及ひ終谷剖定局の5局が整備された。

（6）一盈化炭素

一酸化炭素に係る虜墳墓準は、第2麦のとおおである。

ア　長期的評価

壱墳墓葦の長轟的評価に不適合表地点は、国道254号（通称川越筋道）の和光市消防

署南（交さ点），同市役所裏（道路添）及び同市役所（後背地）と旧中仙遺の大宮石高島

屋デパート前（交さ点）及び大宮駅前庶路の同‾市福呂屋ビル（交さ点）さらに国道17号

の熊谷市八木橋デノ，ニート前（交さ点）の計6地点（交さ点4，道路添1及び後背地1）で

ある。

イ　感賞粥勺評価

憲境基薙の毎期的評価に不適合な地点軋前述の6地点D胤旧中イ出道の浦和市平和相

互袋行前（交さ点）と大宮市役所（後背地）さらに熊谷市八木橋デパート前（交さ点。宗

教口高官20乃り及び同市民会蔑（後背地）の計10地点である。

＝ニー94－
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これは、県下15項l筐地点のうち2／3の勘定地点と充る。

充卑．釦時聞平均傾が20p pmをこえた地点は、和光市の各3地点であった。

ぜた、国道4号の草加市書町（交さ点）を陰山て、全交さ点でその場所の性格から、顎．

境基準をこえてしっる。

その他

本県の立地条件から、各々の大気汚染物賀をみた場合、移動発生恵である自動車の第1次

汚染物穿としての一級化炭藁及び窒素浬化物さらに笥2次汚染物質としてのオキシダン†が

著しh汚染を呈してぃることに鑑み、今後、早急紅白豹車に対する規制の軒L推進を図る

必要がある。



第1表　大気汚染常時監視資産局。測定項冒専一覧衰

（沿和49葦3月31日現在）

l

石
別家局名

l

副岩場所

謀り　　　 定　　　 項　　　 目 設

置
主

テ
レー
メ臼
メ
口

いおう浮遊ふ 窒　 素 一オキシ炭化 一敗化風向 急変 日
聖

岸酸化物 んじん 酸化物 ダント水素 炭　 棄 鮎 こi湿度 俸

F　l 草加測定局 草加市役所 （⊃ （つ C）

⊂）

C

t

○

⊂） ○

⊂）

○

（⊃

C）

C

国

⊂） C）（⊃

○

⊂〕

県 C）

2 遁 ・右〝 越谷　 〝 C l ⊂） ○ ○ 県 ⊂）

胴 春日部〟

一三 郵 〝

春日部〝

三部 〟

○ 葦 ○

○ 〔）

○

○

○

C）

⊂）

具

県

C

C）5 八　 潮〝 八潮　 〝 0　　 0 昇

6 川　 口〟 川口保健所 ○　 （⊃ ⊂ノ 県 ○

7 鳩ヶ谷ガ 兎ケ各市役所 0　　 0 ○ 畏 〔1

田 和　 光〝 和光　 〝 0　　 0 〔〕 県 C）

9 戸田0蔑〝
戸田 。靡
供 轟 所

0　　 0 ⊂） ○ ；○ 〔） 0 10

〔）

県 〔〕

1U
浦和沌第一
謝 意 局

浦和市役所 ㊨　　 命 国 国

○

蜃）
県及び
雷和市

（〕

11 大　 宮〝 大宮　 〝 〔〕　　 ⊂） ⊂） 〔〕 ○

⊂）

〔〕

〔） 県 ⊂）

i2

13

14

15

16

上 琶〝

県 庁〝

公害センター
郵定局

清 和〝

所 沢〟

上尾 〟

県 庁

公害センター
滞郡市
仲町庁舎

所沢供鮎所

〔） （⊃
n

C C〉

ト ト

（⊃

⊂）

C）

（〕

○

○

⊂）

○

○

○

‖

〔〕

C i

l

〔〕

∫巨］クコヾ

L室．／ノ＼

県

L室＿
／′」＼
県

⊂）

∠ゝ

○

17 入　 閣〝 入閣子役所 ⊂）　　 C C， （〕 ○ ⊂） ○

（ら

県 C l

18 川　 越〝 川越　 〝 ○　 （つ C） （⊃ ○ C 】　 県 （⊃

19 熊　 谷〟 熊谷　 〟 〔）　　 C I 団 ① E l 団 県 ○

2U
秩父第一　測定局

歌父　 〝 ① i O 団 田

秩父ち害二
測定局

富士見〟

藤　巣〟

二乗松山〟

雫　芋〝

大気汚染
填り安善．

教父市
影采支所

鴻巣市役所

市立
低山中学校

幸手町役場

奪　劫　局

備考　C〉　昭和48年既に整備したもの
め　おが設置したもの
△　データーロガを設置
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第2責　大気の汚染に係る壕墳墓準（技すぃ）

窮 境 庁

告 示

茸 月 日

i　 酷和 4 8 年 5 月 8 日

昭和 4 ＆亭5 月 1 6 E王

与乃　 質 一 冨と化 炭素 浮遊 粒子 状 物頃 二 酸 化 窒 素
光　 化　 学

オ キ シダ ン ト
ニ 匡禦ヒぃ お う

埴 境 上

　　　　　 ’r
1 酷 櫛棒 の 1 日

H
＝酎蘭僑 の 1 E 乎 1 時 掛値 の 1 l 暗 闇 値 が 1 暗闇 恒 の 1 日

平 均 値 が 1 0 p p m コ弓盾が 0．1況摘 日平 均値 が 0．U 6 p p m 以 平 均値：が 0．U 4

の葬件 以下 で あ り、 か つ 以 下で あ り、 か つ 0 ．u 2 p p m 以 下 で ある こ と p p m 以下 で あ

1 時紆 皆 の 六時 闇
′1 時 間値 が 0．2 下 て ある こと 書

q

む、 かつ 1 時 間

平 均 騒 が 2 0 p p r】1 打こ牙／ ぱ以下 で あ る 箇 が 0ユ p p ロ】以

以 ‾F て あ る こ と こ と 下 で ある こ と

1．浮違粒子状物質とは、大気中に浮遊する粒子状物質でをって、その粒径が10ミクロン以

下のものをし1う。

2．光化学オキシダントと唸、オゾン、パーオキシアセテルナイトレートその他の光化学反応

により生成される故化性物質（中性ヨウ化カリウム溶液からヨウ素を違韓するものに限り、

二激化窒素を除く。）をぃう。

凡　例

1．用途地域：都市計画法第8条に定める地域の用途区分であゃて「往」，「裔」等結次のこと

を意味する。

住：窮1程住居専用地域，第2種′監房専用地観及び住居地城

南：近隣商業地城及び商業地域

準工：費工業地域

工：工署地域

工専：工業卑閂地域

未：未指定又は韓指定地域

2．有効測定時間：年間の河覧時間が6，モ）OU時間以上の場合をぃう0

3．環境基準の適否：有効副定時紆に達している判定局の項肇蓮華の適否把ついては、適合の場

合掟○，不適合の場合には×の記号で示した0有効狙駐韓閲把適していな

い測定局につぃて軋項墳基螢の適否の判断蛇行わずに一の記号て示した0

－－97－一
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第3素　二致イヒぃおう（S O2）年間底

6

毒 町村 副　　　 定　　　 席

用 途

地域

有 効 測定

日 数

冴珪 暗 闇 年 平均 盾

1 時 間 鮭が 0．1 p p m

を こえ た時 蘭 数 とそ

の割 合

（日 ） （埼 町l） （p p IⅥ） （時 l；－】） （多 ）

八　 潮 八　 潮 （八潮 市役 所 ） 住 2 9 4 7，4 5 U U，O Z l 1 1 甘1

葺　 加 茸　 加 （草加市段 所 ） 商 3 4 5 8，4 2 3 0．U 2 6 5 4 0．6

越　 谷 越　 谷 （越 谷 市役 所 ） 住 3 4 U 8，2 呂5 0．U 1 2 1 0．0

春 日部 春 日部 （春 日部 市役 所 ） 住 3 4 4 8，4 2 6 0．0 1 7 0 J〕．U

鳩 ヶ谷 鳩 ヶ谷 （鳩 ヶ谷市 役所 ） 簡 3 1 3 7，9 3 ユ 0．0 1 3 2 5 0．3

川　 口 川　 口 （川 口保 僅所 ） 住 3 1 1 7，7 0 2 0．0 1 4 3 0．0

戸　 陀 戸 田 （戸 田 。鼓傑 俸 所 ） 準 エ 3 4 5 8，3 9 1 e．0 3 3 1 2 5 1．5

和　 光 利　 光 （和 光市 符所 ） 住 3 2 4 8，1 4 7 0．0 之1l 2 2 0．3

ほ
滞 郡 ′ニ害 セ ン ター 住 2 2 4 r 5，4 7 9 ） （0．U 1 7 ） 3 0．1

穴　 宮 大　 宮 （大 宮市 役 所 ） 商 3 2 7 8，2 6 2 0．U 1 6 2 0．0

上　 宅 上　 宅 （上 電市 役所 ） 裔 3 4 7　 n 8，4 1 1 0．0 1 6 0 0．0

u
所 沢 所　 沢 （所沢 楳鮭 所 ） 住 3 4 4 8，4 U しき 0．U I U 0 0．U

入　 試1 入　 間 （入間 市 役所 ） 住 3 5 8 乳5 3 5 0，0 1 1 0 0．0

川　 謹塁 川　 越 （Jl憧垂市 役所 ） 商 3 2 6 8，（‖ 6 0．U 1 2 0 tⅢ

熊　 毛： 熊 谷 （八 木簡 デ パ ー ト ） 商 3 U 5 　 7，7 5 （j

H

0．U 1 8 0 0．U

三　 霜 三　 節 （三郷 市 役所 ） 住 2 9 5 7 3 8 4 0－U 2 4 2 8 0．4

秩　 父 秩 父農一 （秩 父市 役所 ） 　 商

‖
1 1 5 （2，7 7 5 ） （（川 1 り 2 7 1．0

秩　 父 l秩 父第 二 （影森 支 所 ） P遥 1 2 ．呈 （乙9 8 5 ） （e．ひU 5 ） 6 U．2

（注）1．「褒境塞螢の長期的評価による日平均箇0．04p pnlをこえた日数」とは、巳平均値の

たたし、日平均値が0．U4p pn－をこえた日が2日以上速読した逐日数のうち、2喀除

・－98J



蓼日平均 値が 0・0 4

p p l℃ を こえ た 日数

い 時 鞘

の最 高 直

日平 均 値

の 2 感除

き宅．言雷 管 p m

を こえた 己が 2　司

環 境基 迩 の 長期

約 評 価 に よる 日

平 窄摘宣住U d

壌 囁基 皇 の適 否

備 考宅顛 的　 長期 的

とそ の割 合 外 値
日以上 連 続 した

璽ことの有無

p p rn を L え た

日数 評　 価 1評　 価

（白 ） （喀 ） （p p m ） （p p m ） （看 × ・無 ○ ） （日 ） 議 ○　 不適 ×

2 5 　 8．5
M

0．1 2 0．0 5 7 ×
u　　 2 4

〉く ）く

5 9 ユ7．ユ U二2 1 0，U 6 9 × 5 9 〉く ×
‖

f　　 U
0．0 U．2 1 0．U 2 8 C ） U × （⊃

U
H
i O し－ 0，ひ8

n
－　 0，U 3 王

0　 5　m
0 ○ （〕 新 設

7 2，2 0．ユ5
u　 0．0 4 8

× 7 X ×

　 3

円

1ぷ 0ユ 5 U．0 3 3
0　 l　　 ‖

0 × 　 ○

円
　 u

9 8 2 8．4 0二2 6 0．u 6 9 × 9 8 〉く ×

　 1 3
H

4．0 0、1 9 0．り4 9 × 1 1 × ×

2 0．9 a ユー訂 0．0 3 6 ○ 田 ＼

田 0．0 0．1 2 0．（j 3 ユ （⊃
－J 〉く　 M ○

田 0．U　H 0．1 0 0、0 3 2 ○ 0 〔⊃ 〔〕

l

U 0．0

l

0．U 9 0．U 2 3 ⊂1 U ⊂） （⊃

0
　 ‖

0．U 仏U 5 G．U 2 0 ○　 M U （⊃ ⊂） 新 設

田 Uユj 0ユ0 0．0 2 ＄ ○ 0 ⊂） （〕 新 設

1 4 ＆6　‾ 0．1 U 0．U 4 7 × 1 4 〉く ×

2 6 8．8 0．Z．ど 0．U 5 9 〉く　　 ‖ 2 4 ×
l

×

0 U．0 0，1 9 e U 2 9
　 凹

× l
！

U
　 n

× ‡ 新 葺

U 　　 0．0
n

婁 8J1 2 ’

ロ
0．0 1 3

　　 蔓
× 0　　 u ×　 n 新冠

高い万から2魔の範囲の日平均値七除外した僕の日平均皆のうち0．U4p plnをこえた日数である。

外該当日入っている日数分について控除外してぃない。

－て99－－　ニ‾【



第4表　浮遊ふんじん（年間値）

市 町 村

1

馴　　　 定　　　 薦

用

途

地

域

H

有 効 ！

測 定

日 数

測 定

時 間

宜 平 均値

ユ時間 盾

の最 高 値

日平 均 違

の 2 感除
外 値

備 考

（日） （時 蘭 ） （m 紺 ） （邦家パゴ） （椚摘 ）

八　 潮 八　 潮 （八 潮 市 役 所 ） 佳 3 4 2 乳3 8 9 0 ．U 6 4 0．3 8 0 ．1 5 6

茸　 加 草　 加 （草 加 市 役 所 ） 商 3 5 2 8，5 4 8 0 ．0 6 7 0 ．4 7 0．1 7 8

越　 谷
越　 谷 （越 由 布 役 所 ） 住 3 2 3 8，U 7 7 「 ．0 ．1 0 7 0 ．9 U 0．2 9 2

春 日部 1
春 日部 （春 日部 市 役所 ）

　 山
住 3 2 8 8，1 1 2 0，1 1 7　 ！ U．7 5

0．2 7 7 ；
新設

鳩 ヶ谷 ，鳩 ヶ谷 （鳩 ヶ谷 市 役 所 ）
商 1

P

3 3 1 8 ，3 3 4
　 ‖

0■U 7 3 l

0．U 8 7 Ⅰ

0．7 4 0．2 1 U

川　 口 川　 口 （川 L＝呆燵 所 ）
　 山
任 3 5 2 8，5 5 0

0．9 9 i じ．2 5 5

戸　 田 戸 酎 鼓 （戸 掛 蕨 保 健所） 螢工 3 3 4 8 ，1 6 5 0・U 7 3 l 0．7 4 0 ．1 9 7

和　 光 和　 うと（和 光 市 役 所 ） 住 3 5 2 8 ，5 4 3 0．u 7 4 0．7 4 0 ．2 1 3

浦　 和 公　 言　 セ　 ン　 タ　 ー 住 3 4 1 8，3 6 6 0．1 3 2 1．∠5 U．2 8 9

大　 官
】大 宮 （大 宮 市 役 所 ）

商 3 U l 7，5 5 ‘ま 0．0 7 9 0 ．9 0 0 ．2 0 8

上　 宅 上 琶 （上 覧 市 役 所 ）

m

商 3 4 8 8，4 8 6 0▲1 0 0 0．5 6 0．2 1 3 「

所　 沢 所　 沢 （所 沢 保 健 所 ） 住 3 6 1 8 ，6 8 0 U．0 7 8 0 ．7 1 リ．2 6 6

新 設
入　 間 入　 閣 （入 間 市 役 所 ） 住

u　 3 3 9
8 ，3 1 4 0．1 3 2

亀 0 ・7 4
0 ．2 5 6

川　 越
】川 越 （川 越 市 役 所 ）

商 3 4 1 8，3 1 7 Uユ 1 7　　 く 0．7 7 0．2 7 6 新設

熊　 谷 熊　 谷 （八 木韓 デ ノL り 商 3 2 3 　 8，U 4 9
り

0．0 6 8 0 ．8 1 U ．1 7 1

三　 郷 三　 雄 （三 部 市 役 所 ） 住 2 R 7 7，1 4 6 U．U 4 7
！ 0・4 王

U．1 4 1

親　 父 承 父章 一 （敏 父 市役 所 ） 商 1 3 9 （3 ，4 1 5 ） （0．0 7 9 ） （0 ．4 8 ）毒 0・子5 4 新 設

〝
！秩 父第 二 （影 森 支 所 ） 商 1 呂0 （4 ，3 3 8 ）

璽（0 ．1 1 0 ）

U

（i．1 1 ）
喜 0・2 4 4

新 設
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賃6衰　一酸化窒素、二酸化窒素（NO，封02）年間値

市 町村

「

憲章J 定 局

ー　 監　 化　 窒　 素 （ 封 口）

用

途

地

域

有数 副

定 日数

山

測 忍時 間 年 平 均 憶

‡ ユ時 間

尼 の最

高 値

日平 均

鮭D 2 窃

除外 位

有 効 諷

定 日妻女

損喧 嘩闇

（時 間 ）（日 ） （時 間 ） （p p m ） （p p汀） （p p m ） （E ）

草　 加
　 葦　 加

（草 加 市 役 所 ）
商 3 0 9 釆4 3 3 0．0 1 7 t）．4 8 （J．0 7 3 三1 3 7，4 7 2

春 日部
　 春 日 部

（春 日 部 市 役所 ）
住 3 3 7 軋U 4 2 0．U 2 3 0．3 6 0．U 5 9　肘

用
3 4 1 8．1 4 8

■王呈　 ロ
　 川　 口

（川 口 保 健 所 ）
住 3 1 8 7 9 ユ6 0．u 2 3 ＞ 0．5 u 0．U 8 6 3 1 2

用

7，7 ・り

戸　 圧】
　 戸 田 句読

（戸 田 ・放線鮭 所 ）
準工 3 0 6 7，7 4 2 0．U 2 1 二＞0．5 0

。．1 2 3 ！
3 し）8 7，7 4 2

和　 光
　 和　 光
（和 光 市 役 所 ） 住 3 1 ∠量 7，只3 3 C．0 2 1 0．4 7 0．1 0 0 3 3 3 8，2 3 3

大　 宮
　 大　 富
（大 宮 市 役 所 ）

商 3 2 1 7 7 3 9 0．u 3 ∠i 、・0．4 8 0．1 3 し）　Ⅳ　肘 3 3 2 8，U 4 5

上　 程
　 上　 宅

（上 宅 市 役 所 ）
商 3 三；4 8、4 8 u 0．U 3 3 ＞ 0．5 0 0．1 3 し〉 3 4 ∠呈　　 8，3 ユ9

所　 沢
　 所　 沢

（所 沢 保 毎 所 ）
住 3 3 〈皇 7，9 3 7 0．0 1 6 0．2 f≡ 0，0 5 1

　 而
3 6 2 8，6 4 1

入　 間
　 入　 間

（入 管 市 役 所 ） 住　凹 3 5 0 8，3 5 1　　叩 0．0 ユ8
u　 0．3 g

0．0 5 8 3 4 6 8，3 2 9

川　 越
　 川　 越 1

（jll事 市 役 所 ）
商 3 3 1 8，0 7 2　 円 0．0 2 1 0．3 u 0．U 6 7　m 3 4 1

l
8，1 9 5

熊 谷　 u
　 熊　 谷

（熊 ぞ市 役所 分宅 ）
住

n
】1 U （2，6 3 U ） （0．0 3 1 ） 0．3 7 0．u 9 1　岨

ト u ユ
（乙4 5 1）

（注）工．ザールツマン係数を0．72として算出した。

2・「簸墳墓葦の長期的評価妃エる日平均値が0，02p pmをこえた日妄宝」とは、目早均億の

ただし、白平均砥が0．02ppmをこえた日が2計以上連続した廷日数のうち、2電除外

■－1ロ2・－一



山

備 考

二　 殻　 化　 窒　 素 （N 0 2 ） ：環 境 基 準 の 適 否

年 平 均 億

日平 均 層 が 1 時 間 日平 均 値 巨平 均 値 環 境 基 葦 の 長

｛ 短 期 的

評 価

長 期 的

評 価

0．U 2 p p m

を こえ た 巨

数 とそ の 割

合

値 の 最

高 値■

の 2 感

除 外 値

0，U 2 p p m を

こえ た 日が 2

日以 上 連 続 し

た こ と の有 無

期 的 評 価 に よ

る 日平 均 値 が

0 ．0 2 p 王）m

を こえ た 日数

（p p lT】） （日 ） （窃 ） ごp p n J （ p p m ） （有 × 。無 ○ ） （白 ） 遣 ○　 不 適 X

0，U 3 4 2 4 2 7 了．3 0 ，4 1 什1 U 〔l × 2 4 2 × ×

モj．D 2 9 2 3 3 6 8．3 0．2 5 0．U 6 6 × 2 3 3 × × 新 設

U ．U 3 1 2 4 1 了7．2 0 ．2 7 0．U 6 8 × 2 ／£1 × 〉く

0，（J 3 5 2 1 7 7 0，5 し1．3 l 0．1 0 0 × 2 1 7 〉く 、、／

0．U 3 5 2 6 6 7 9 ．9 0．2 8 0．u 8 2 × 2 6 6 ＞く

霊　 ×

くj，0 3 2 2 9 2 8 8 力 0 ．2 8 0 ．0 5 7 × 2 9 2 × 〉く

0．U 3 5 2 9 9 8 6．9 0 ．2 2 －0 ，0 7 8 × 2 9 9 × × 新 設

0 0 3 ユ 2 6 U 7 1．8 0．2 5 0．U 7 6 × 2 6 ぴ 〉く ×

U．0 2 8 2 皐7 8 5．8 0．2 0 0．0 5 2 × 2 9 7 〉く × 新 設

0．U 2 9 3 U U 8 8．0 0，1 4 0．U 5 －4 × 3 U O × × 新 設

（0 ．0 4 1 ）

u　 9 4

9 3＿1 0 ▼1 6 0．u 6 8 〉く 9 ∠皇 〉く

耶
新 設

高h方から2喀の範贋匿咤平均値を除外した後の日平均皆のうち0．02ppl℃をこえた日数である0

該当日把入ってぃる日数分については除外してい浸い。
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第8表　一較化炭素（C O）年間値

市 町 村 柳　　　 窪　　　 局

用

途

地

域

有 効

制定 日数

測定時 間

l

年 平均 値

8 時 間 値が 2 0 p p m

を こえ た回 数 とそ の

割 合

（回 ） （窃 ）（日 ） （時間 ） （p p m ）

草　 万ロ
l 苫町

商 2 7 6 7，ユ3 2 3．U U U

〝 市 役 所前 商 2 0 2 6，2 1 6 2 ．2 0 0

〝 市役 所 商 2 3 3 6，8 5 U 2．5 U 田

　 ＼レ知　 7⊂ 消防署前 住 2 6 4 6，5 9 8 5．8 2 0 3

〟 市役 所 裏 住 2 8 2 6 二9 ⊆l l 5＿6 l （1．l

〝 市役 所 住 2 7 6 6 ，8 S 3 4－3 1 i）1

滑　 和 平 和 相 互 銀行前 一、←「賃j 2 4 7
6 ，U 呂2 l

4．5 U U

〝 埼 玉 鐸 行前 商 2 2 2
（5，4 9 U ）」

（4．5 ） 0 0

〝 仲 町 庁 舎 商 2 4 U （5，9 4 9 ） （2．9 ） 【　 U 0

フこ　 宮 高 島 屋 デ パー ト前 商 2 8 ユ 7 U 4 9 6．0 田 U

〝
‖

福 呂屋 前 商 2 8 7 7．ユ3 4 5．6 0 U

〝 市役 所 商 2 4 し） 6，4 7 8 3．0 0 U

熊　 谷 八 木橋 デ パ ー ト前 商 3 2 8 8 ′0 1 5 5．6 0 U

　 u
〝 八 木 橋 デノ」 ト前 （高 さ 2 0 ） 商 3 2 ▲皇 て9 5 7 3．8 U U

〝 市 民 会 館 商 3 2 3 7，9 3 2
】

3・7 ！ 0 0

（荘）1．「毒呈塊基準の長期的評価把よる日平均値10p pTnをこえた日数」とは、日平均値の高

ただし、日平均塩か10ppmをこえた日が2日以上連続した廷日数のうち、2腐除外

－－10ムー

㌃
テ
㌢
■
一
t
：



日平均 値が 1 0 1 時 間 値 日平 均 値 日平 均 値 1 0

p p m を こ 心

環 境基 準 の 長期

的評 価 よる

ヨ慕墳 基 準の適 否

p p m を こえ た 日数 の　 2　 虜
p m え ノし

昆ぞ 是 望誉吉 葉

無

ー．＼ロ ーlく軒こ 日
平 均値 1 0

p p m を こえ た
日数

短 期 的　 長 期 的

とそ の 割 合 の最 高 値 1除 外 億
‖

評　 価　 評　 価

（日 ） （喀 ） （p p m ） （p p m ） （有 × 0 無○ ） （日 ） 遍 ○　 不 適 ×

【

U 0 1 3 　 5．3
‡

○ 0 ⊂） ○

U 0 1 4 も6 ○ 0 ○ ○

0 0 1 7 4．6 ⊂） 0 ⊂） ⊂）

1 5 5．7 3 ∠毛 1 2．2 × 1 5 〉く 〉く

1 ‘壬 5．u 3 1 1 1．8 〉く 1 ・l × ×

4 1．5 2 7 9．ユ ）く 2 × ×

1 0・4 l 2 プ 9．u ロ 0 ）く ⊂）

0 U 2 2 8．1 C 〉 0 （⊃
n

U 0 2 1 5．5 ○ U ⊂）

3 ▲ま 1 2、1 3 0 1 3．2 × 3 4 × ×

2 2
　 H

7．7 3 0 王1．9 ×
2 1 l

× ×

2 0月 2 1
　 ‖

9ユ （⊃　 ！ 0 × ⊂）

　 山
7 2．1 2 2 1 0．U × ワ　 H ×　 H ×

1 0．3 1 7 7．5
　 n

O i　n O　 f
× 喜　 ○　H

1 0．3 王7 7．8

　　 u
（⊃ 0 × （⊃

h方から2与石の範毘の日平均値を除外した後の日平萄（華1ロp pmをこえた日数である。

該当日に入ってぃる日数分につぃては除外していない。
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